
歯科保存学分野は, 歯科補綴学と並んで臨床歯科学

の基礎となる学問であり, 保存修復学と歯内療法学を

含む｡ 歯の硬組織, 歯髄, 根尖歯周組織に生じる疾患

の原因や病態の解明, 診断法, 治療法, 予防法におい

てはまだ解明すべき研究テーマが多い｡ そこで, 当分

野では, これまで行ってきた細菌と生体の関連性にお

ける研究を中心とした象牙質－歯髄複合体の生体防御

機構の解明および新規の歯科材料開発に関する研究を

柱として, 下記のような臨床研究と基礎研究を行って

いる｡ また, 現在, 歯科保存臨床で最も注目されてお

り, かつ私共がこれまで先進的に行ってきた歯髄再生

に関する研究も行っている｡ 以下に, その概略と最近

の業績(競争的外部資金と発表論文)について記載する｡�������������������������������������������
我々はこれまでう蝕の病原因子の遺伝子学的解明や

歯周病原因子の遺伝子欠損株の作製により, これら病

態の発生メカニズムや予防法について研究してきた｡

さらに, 歯髄細胞や歯根膜細胞を用いた実験では, 炎

症性サイトカインの発現等を介して, 歯髄炎や根尖性

歯周炎の発症メカニズムを解明してきた｡ また, 保存

治療は疼痛除去という前提の上で成り立つことから,

疼痛メカニズムの解明も臨床治療に反映されなければ

ならない｡ この観点から, ラットの歯髄－象牙質複合

体を用いて, 痛覚にかかわる分子である���ファミ
リーの機能解析を行い, 温度による痛覚分子の発現を

確認している｡ さらには, 歯髄炎や根尖性歯周炎の発

症因子である���が誘導する鎮痛物質であるアナン
ダマイドが, 細胞死や炎症因子���の産生誘導を引
き起こすことも報告している｡

一方, う蝕や根尖性歯周炎を引き起こすバイオフィ

ルムの形成機序に対して, 分子生物学的手法を用いて

個々の細菌間の耐性メカニズムも解明中である｡

さらに, 梅肉エキスを用いた実験では, う蝕と歯周

病細菌に対する抗菌性を有する薬剤の開発も行ってい

る｡������������
保存修復領域では, 陶材, チタン, ジルコニアなど

を組み合わせた傾斜機能材料の歯冠修復への応用につ

いての研究を行っている｡ 現在開発中の陶材とジルコ

ニアを組合せた傾斜機能材料は, 陶材の機械的強度や

ジルコニアの加工性が著しく改善され, また, 材料と

して一体化されているため現行の陶材被覆冠にみられ

るような界面からの陶材の剥離は起こらないという特

性を有している｡ 今後は, さらに審美性や生体親和性

なども兼ね備えた傾斜機能材料の開発を目的としてい

る｡ 歯内療法領域では, 形状記憶ポリマーを根管充填

材に応用した新規根管充填法についての研究を行って

いる｡ この方法は, 根管充填材に備わった形状記憶機

能により, 根管の封鎖を根管充填材自らが行うという

ものであり, 操作が簡単で確実性の高い根管充填法の

開発が期待される｡ 現在は, 臨床研究に向けた動物実

験を計画中である｡

また, 変色歯の審美性を回復する歯面コーティング

材に漂白剤を添加することにより, 即時の審美性の回

復と同時に変色そのものを改善するシステムを開発し

た｡����������
本研究は, 従来の治療技術を高性能化し, 歯の延命
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化に対して画期的・革命的解決法を与えることを目的

として, 歯髄炎・根尖性歯周炎において, 根管内に再

生根管充填材 (遊走因子����およびコラーゲン)
および歯髄幹細胞を自家移植し, 歯髄を完全に再生さ

せる新しい歯内治療法の実用化を目指す｡ ヒト歯髄幹

細胞は新規の膜遊走分離法を用いて分取し, 安全性試

験を行い, 適切な品質規格, 評価基準を設定する｡ 非

臨床試験による安全性・有効性を既に確認している｡

その後, 倫理・利益相反委員会承認, ヒト臨床研究・

ヒト幹細胞臨床研究に関する審査委員会承認を得て,

臨床研究を開始し, ５症例以上の成功例を得る予定で

ある｡�������������
ニッケルチタンファイルで拡大した根管をシングル

ポイント充填することにより, 簡便で精度の高い根管

封鎖が期待されるため, 外来診療において応用すると

同時に, 精度の向上のための研究を行っている｡

外来診療において有意義な症例や所見を得られた際

に, 広く知識を共有する目的で, 学会において症例報

告を行っている｡���������������
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